2 


各部名称 


LED 嫌、青) 


f 通話/電源ボタン 


音量け)ボタン 


音量 （-) ボタン 



マイク 


スピーカー 


① 


イヤフオン部分は、付属のイヤーパッドを交換 
してご自身の百に合うように調整してください。 


3 


充電をする 


① 


工場出荷時のバッテリは完全な電されていません。初めて 
お使いになるときはかず巧電をしてください。 

ソくッテリが完全に巧電されていると对よ、通話は最大巧4 
時聞、待機は最大100時間巧能です。 

•6 時間な上巧電しないでくださし、。 


充電中は LED がホく 
点灯します。 

充電が完了すると消な 
します。 



完全巧電時の使用時間 
通話時間:約4時間 
待受時間:約100時間 


ご使用前に、必ず裏面をお読みください。 


が 


里お中の巧帯ち度等の使用はおやめくだれ、,里お中の巧帯丢話およひ'本製品を巧巧はた通>巧の历因になります， 
本お品からの発ちや*ち按作.巧註巧からの巧ちやまな傍巧を巧う這をは、みず安をな場所に巧車してから巧ってく 
だされ 


A 警告 


’Vチを切り, AC アダプタをコンセントげら担いてくだれ、•お巧なくなってげら巧を曲こ值3をな括してくだれ、， 

〇 巧酣こがなどの满せザ入った場合、夏巧がんった«合比かおスイッチを切り,巧を店にごまち < ださい。そのまま巧用 
をちけると> 惠 S, 义2«の原因じなります。 

A 巧室等、湿ちのをい場巧では巧用しないでください，化巧、忌否の原旧になります， 

& 

'■'ご本巧をに水を又れたり.*らしたりしないようにして<ださい•火の、苗まの历田になります。巧岸や水辺て'の巧用.巧 
阁 天,巧き中の巧用には持にごま忌くだれ、 

^ち巧が旧こそたら、 AC アダプタやアンテナ巧に IJ 曲れないでください，巧まの巧旧になります。 

^ 3|_ 

0だか•删 

巧巧のを病はおず间巧の AC アダプタをで巧巧 < たでし、。同巧の AC アダプタを巧用せずに直巧至活コンセントや自巧 
i<r\ まのシ丹ーライターき达□に巧あしないで<ださし、•ちちしたり岳い S 圧が如えられることによって、巧大な更•而が流 
ツも巧@されているを悲から S あ巧爵、発乂または巧損する)京因となります， 

_本お品をまとす、ものをぶつけるなどのあ《が加わった場をやキャビネットを拍结した语含は,函あスイッチを切り,巧 
〇を曲ここ注おくたすい,そのま宝巧用を病けると、をを义孤り届邸こなり宝す。 


:計, S ちされています•巧属の AC アダプタみ C100V)W みでの使用は适 t 巧く 


' に坦度 
好ちり-; 


。巧お' 

じ^巧が' 

Q 巧 S はがずま巧で巧ってください， 

A お手入れの苗は、まをのた 6AC アダプタをコンセントから巧いてくだれ、， 

ホれた手て AC アダプタをなさきししないでくだれ、。巧 S の原因になることがちります。 


} お子桂ザむやみにをを社れないようごをち<ださい,巧我の巧旧になることがちります。 

) ネックストラップの巧り巧いには十分■ご—;巧くだれ、。巧助种こストラツフが引つかかるとホををちです。 


' 直<ださい•法社不良や片巧ちにより、本駐品ちよび巧宙$話の巧盾やち巧の原因になります， 

お作ななしている巧帯ま度機]が t •の巧おに沒历しないでくださし、•本里品または担折している《!器の巧度 
なりまず。 


I 使用上のご注意 


本磬品で使用する電波について 

本敦品は 2.4GHZ 帯域の電波を巧巧しています。本製品を使用する上で、無お局のを許は 

お要ありませんが、 L 乂下の注意をご巧認ください。 

が下の巧くでは使用しないでください。 

•電子レンジ/ぺースメ _力一等の産業•巧学•臣療用機器など 

参工場の製造ライン等で巧巧されている移動体識別用の構内無綜局(巧許を要するお結 
局） 

•特を小電力無線局(を許を要しない無線局） 

•IEEE 802.11 g/b 巧線 LAN 镇器 

上記のお器などは Bluetooth® と同じ電ミ皮の面波数帯を使用しています。上記の巧くで本幫 

品を使用すると、電巧の干渉を発をする恐れがあります。 

2.4GHz 帯使用の無線機器について 

この機器の使用周ぶ致帯では、電子レンジ等の産業•科学•医療巧樓器等のほか王場の 

毁造ライン寒でほ用されているち動体識別巧の構巧おお局询許を要するおお届)及び 

特定小電力無綜届(免許を要しない無結育)が運用されています。 

■この巧おを使用するおに、近くで移動体識別用の巧巧無結局および特定小電力無综局 
が運営されていないことを確認してくださし、。 

•万一、このお器から待動体識別用の巧巧無線局に巧して電波干渉の事巧)が発生した場 
合には、まやかに電波のおがを停止した上、混信回避のための地置等(例えば、バーテ 
ィシヨンの設置な巧につい口ま、巧幻:カスタマーサポートへお問い合わせくださし、。 

♦その他、この機器から移動体識別巧の特定小電力無揉育に巧して電波干渉の事例が発 
生した場合など、何かお困りのことが起きた場合は、巧なカスタマーサポートへお問い 
合わせくだすい。 

本製品の電池について 

•長時間 (6 時間な上)の巧電はしないでくださし、。 

•電ミ也には寿命がちります。 

巧巧げ勘〔よって異なりますが、巧3加回繰り返し充電できます。十分に巧電した電ミせで 
使巧時間が吾しく巧くなってきたり、ご使巧いただけない場合は、電ミをのき命です。巧 
巧では電ミ也の交換を巧っておりませんので、巧しい製品をご席入くださし、。なお、電巧 
の寿命は使用が態などによっても異なります。予めご了をくだぞい。 


i 電ミせはミち巧品ですので、巧証の対まにはなりません。 


良好な通信のために 

•他の巧おとは、見通し距難でお 10m な巧で巧信してくださし、。建物のお造や障害物に 
よっては、通信距難が巧くなります。特に鉄巧コンクリートなどそ挟むと通信できない 
ことがちります。 

♦電気製品 (AV 樓器、 0A お器など)から 2m な上雜して通信してくださし、。（特に電子レン 
ジは通信に影響を受けやすいので 3mJ •乂上離してくださし、。）正常に通信できなかっ 
たり、テレビ、ラジオなどの場合は、受信障害になる場合があります。 

•無お巧やは送肯の近くで正常に适信ができない場合は、通信場所を変更してくださ 
い。 

♦使巧しないときは、本製品の電源を切っておくことをおすすれします。 

化の团 uetoot がな器からの接続要ホに応答するために萬に電力を消費します。 

無線 LAN 機器との電巧障害について 

>IEEE 802.1 1g 化の無線 LAN 機器と本製品などの Blue 怕〇が機器は 
同一周波数巧 (2.4GHz) を在用するため、お互いを近くで使用すると、電波障害が発 
ちし通信を度のほ下や接裔不能になる場合があります。この場合は、使巧しない機 
器の電源を切ってくださぃ。 

テレビ行ジオを本製品の近くで肤できるだけ使巧しなし、でください 

参テレビ/ラジオなどは团 uetooth® とは異なる電波の周波教帯を使巧しています。そのた 
め、本留品の巧くでこれらの機器を使巧しても、本裝品の通信やこれらの儀おの通信 
に影響はありません。 ただし 、これらの巧器を Blueto 巧 h 製品に近づけた場合 
は、本製品を含む团 uStooth 裝品が巧する電磁波の影普によって、音声や巧像にノ 
イズが発をする場合がちります。 

間に鉄筋や金属およびコンクリートがあると通信でをません 

♦本製品で使巧している電波は、通常の家屋で博巧される木材やガラスなどは通過しま 
すので、卽匡の壁に木巧やガラスがあってち通信でをます。ただし、铁なや金属およ 
びコンクリートなどが使用されている場合、電ミ度は通過しません。部屋の壁にそれら 
が使巧古れている場合、通信することはできません。同様にフロア間でも、間にな筋 
や金属およびコンクリートなどが使巧古れてし'<5と通信できません。 

参サービスエリア巧でも電波の届かないところでは通話できません。また、電波状況の悪 
いところでは通話できないところもあります。なお、通話中に電波げ況の悪し、所へ巧 
動すると、通話がを中で途切れることがちりますので、あらかじめご了をください。 

■携帯電話および本製品は電波を巧巧しているため、ま云をに通話を傍受される可能 
もありますので、ご留意ください。 


/へな置 


\Pnnceton\ 


コードレスハンズフリーイヤフオン 


PTM - BEM 3 


ユーザーズ ガイド 


お居い上げちリザとろごブいます。 

ごな用の店には.ぶデな下の K 置•ちをおずりください. 

•ご佳用のおに、をで本*の「まを上のご-;お tjrS 品な証巧を」をよくお読みし、ただき.巧きをご理 g いた 
巧いた上てでを用ください， 

•則巧で追加巧廷が同巧されているとさは、あずきおしてください， 

•本 S は巧証!?と一篇に大切に保ましてくだれ、， 


プソクスのブブノロブー巧ザきせ 

本よび》•は•予 s < s < s ■す5:とけ*リ 
* ■の内 g け予6なく Kit れ S ことが S り XT- 
* ■の■任!*け7リンスト Vf ク/〇-ンーじ 

■■め- CUT る ■儿Xす. 

■■にてい およ um •(■で T. 

t ■でけけ*! K して«リ*«レ 

本 tHUJ 巧 8* た!*そのな*によリ g 王した*■についてけ-い OiHat* いけ ft*T, 
:い .BlwwWSU. その HtM 看が雨有してか人ブリンストンテク/口 y-« 式お社は5ィ- 


■gscut ご7*<だ 


ご使用になる前に 


•-部術！巧尉こよっては、条切によル\ンスフリーの巧用が利巧されている場をがあり 
ミす。 

■運転中の巧帯軍話窜の巧再はおやめくださし、。 


■ご巧巧の巧巧ま話巧によっては、适話中にエコー現ま(适話巧手に自分のきがみし遅 
れて問こえる現を)が巧ちする場合がちります。このような場合、更話巧の音 S を下げ 
てみてくだぞい。ご巧用の巧話谢こよっ口ま、お巧すれない場合がござし巧す。予めご 
了をください。 

參适信巧おと援病して巧再する降は、各巧おの巧®訊巧香をお読みの上、巧用奇境を件 
_等を巧って正しくお使いくださし、。_ 


最新情報の入手ち法 


プリンストンテクノ □ジーでは、インターネットのホームベージにて最巧巧结や胆売巧を招かしておりま 


■ima httc>:"www.princeton.co.Jp/ 


巧社ホームベージにて、ユーザー登録ができ去す。 

弊社ホームぺージ「ユーザー登録」 
http://www.pnnceton.co.jp/support/registration/top.html 


イヤフォン懼番: PTM-BEM3) 


fa ミヵ-巧 

FH-SS (周波をホッビングち巧） 

頂波留巧囲 

2.4GHz~ 2.4835 GHz 

追信を巧 

巧 10m * 巧用5!ホにより■なリ王 T. 

ち巧 

巧属リチウムボリマー 

巧信出力 

1mW 

里病适宿時間 

約4ち問 

连病巧受時間 

巧100時間 

セキュリティ 

128ビット暗号化 

巧なブロファイル 

ヘッドセット./、ンズフリ— 

動け温度 

〇〜がて 

君!巧湿度 

10〜90%(結まなきこと） 

を巧奇巧 

Bluetoo け语段している巧帯電話なお 

»巧店 g 出について也わケ ーys よびがホームぺージの巧田巧 
幻18 ください. 


規巧 

Bluetooth Ver2.0 

かおホ法 

W 58.0 XD9.0XH17.0mm 

質量 

9g 


付属品の確認 


本製品の付属品の内容は、次のとおりです。お 
買い上げの商品に次のものが同烟されていな 
い場合は、販売店までご連絡ください。 


イヤフオン AC アダプタ 


イヤーパッド 
('K 大） 



ホルダー 


クレードル 


ストラップ 


① 


•ストラップはクレードル裏面にひも部分を取り付けてご利 
用ください。 

•イヤーパッドは、イヤフォンに小さいサイズげ取り巧けられ 
たげ態で同捆されています。大きいサイスはホルダーに入 
つたげ態で、同偶されています。 


安全上< 


本製品はが萬に侍巧にできておりますので、お巧り巧いにちしては十が主まして < ださい， 

本留品をお頁いあげいただき、まことにをりがとうござし、ミす， 

本お品のご使用に巧しては、この「まを上のごまち J をよくお読みのうん正しくお博いください,また,おまなとき 
すぐにき照できるように、本きを大切にな管しても'いてびミされ 

本*には、をなたや化の人々へのをちやが産への損害をモ巧に巧デ、本型品をををにお巧いいただくた 46 に、 
ホっていただきたいま項を示しています。 

そのき示と国お号のミ巧は巧のようになっています。巧容をよくご理巧のうん本文をお読みください。 


A 危険 

このをモモ*1苗し良った巧リ坦いそす《4:、巧1；：または重巧を6うちし迫ったを苗のお生だ宙左される巧呂. 

A 警告 

このき示を巧«し民った由リあいそす « と,巧己*たは重 fli を百うなど人旨#巧の面因となることが*ります. 

A 注意 

この丢 SS 苗巧し篇った亞リ坦い S す St«* 壬たは扣玲吊 S だ g ちすることかあります， 


A 危険 


A ま是を巧す記号く Ad 中に否吿内宮が巧かれています。） 

( S ) 行為を禁止する記号 （ 中やぶくに禁止巧をが巧かれています。） 
〇巧みを指示するお号 （ 中に指示巧客が巧かれています。） 




因記号の息が 
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基本操作方法 


3 


耳に装着する 


イヤフォン部分を巧り曲げて百に装着します。 

^し丄巧り曲げる 



通話/電源ボタンを青い LED が点滅するまで 
6秒な上押し続けます。 

6巧な上押し続ける 


マイクが口のちを向くように 
百に装きします。 


み 


電源が入ると LED が青く点巧します]) 


電源を切る 


ボリュームの調整 


通話/電源ボタンと音量け)ボタンをホいランプが点なする 
まで6秒乂上巧し続けます。 


A 6巧な上押し病ける 

Jk 

夕う^ \ホいランス 
\誦すと: 
6巧 U 上巧し病ける 


ホいランプが点灯したら、指を誰します。 1 

おをおすとホい LED がミ肖巧して 電ミ 原が切れます J 


音量を上げる場合 音量を下げる場合 

ボタンを巧すごとに音 ミが 大きく (かさく)なります。 

最大 (是 小)の 音量に なると「ピーッ J と音が 咱リ 知らせます。 


(4 


設定〜通話をする 


車を運転中に携帯電話の操作は道路交通法により禁止されております。 


匹 


機器の設定を行うときは、携帯電話の取巧説明書もご用意ください。 


〇 


電話を受ける〜終了する 


携帯電話の呼び出し音が鳴ったら、 

通話/電源ボタンを1回押して通話を開始します。 


ペアリングする 


A ご利巧の携帯電話で、 Bluetooth 機器の登録を行います。 

携帯電話の取扱説明書に従って、 「 Bluetooth 機器の検索」を巧ってくださし、。 


© 


携帯電話の機種によっては、検索開始時に携帯電話の暗 
証番号入力が必要な場合があります。 


0 


検索中 


® 通話を終了するには、通話/電源ボタンを 
短く10押します。通話が終了します。 

1回押す 

プル ルツ 


窗 


►►► 


嫁 


携帯電話が Bluetooth 機器の検索を開始したら、イヤフォン 
の通話/電源ボタンと音量 (+) ボタンを一度押します。 

赤と青のランプが交互に点滅し始めて、ペアリング状態になり 
ます。 




通話できます。 


押し扇けると 電源が 切れます。 

度押して LED が交互に点 巧を 巧め 
たら、指を 廚 します。 


電話をかける 


@ イヤフォンが検出されると、携帯電話にイヤフォンの機器を 
『 PTM - BEM 3』 と表示されます。 

『 PTM - BEM 3』 を選択して、登録を行ってください。 

© / くスキーの入力画面が表示されたら、イヤフォンの/ くスキーを 
入力します。 

パスキー 「0000」 


0 イヤフォンの電源を入れて、携帯電話と正しく通 
信設定されているか確認してくださし、。 

@ 通苗の携帯電話と同様に電話をかけます。 


① 


イヤフォンの電源が切れている場合、または携帯電話とのを続が確立されて 
し々い場合、イヤフオンで電話を受けたり、通話することはできません。 

携帯電話の機種によっては、通話開始や通話終了時に携帯電話側の操作が 
公要な場合があります。 


CT ) 携帯電話の機種によっては、機器の種類を選巧するぶ要があります。 

>*/ 本製品は、「ハンズフリー」として登録してくださし、。 

ハンズフリーな外で登録した場合、本製品が正常に動作しない場合があります。 

( い、ンズフリー 

X ヘッドセット 


ングの操作をする必要はありません。電源を OFF した後、再度、使用する場 
合は、携帯電話を「接続待ち」の状態にして本体の電源を入れると接続を行 
し呼す(携帯電話によっては、接続時に操作が必要な場合があります。）。 





((0 

補足&困ったときは？ 

)‘ 


Q 通話/電源ボタンを長く押した時に ••• 

通話/電源ボタンを呼び出し音がなってし、る場合やペアリングげ態で待機している場合に2砂丄乂上押し続けると通話の切断動 
作やリダイヤル動作を巧う場合があります。2秒な上長巧し続ける場合の動作は、携帯電話や設赴こよって異なるため、ご利用前こ 
動作をお確かめくださし、。なお、本動作についてのサポートはいたしかねますのでご了承ください。 

〇 音が聴こえない。 

•ペアリングが正常に行われているか、ご確認くださし、。 

•イヤフォンのスピーカー音量を調整してくださし、。 

Q 電源が入らない。 

•電源ボタンを押す時間が短い可能性がちります。電源を入れるには6秒な上電源ボタンを巧す必要がちります。 

•イヤフォンの巧電が足りない可能性があります。十分に巧電してからち度、試してくださし、。 

Q いつまでも赤と青のランプが点滅している。 

お互いの機器の認識が正常に行われていない可能性がちります。一度電源を切ってからやり直してくださし、。また、同じ機器を複数 
使用している場所においては認識作業を他の機器と同時に巧わなし、よう気をつけてくださし、。 


Q 通話または受信できない。 

イヤフォンの電源が切れてし、る場合、または携帯電話と正常にペア 
リングが巧われていなし、場合、イヤフォンで電話を受けたり、通話す 
ることはできません。 

Q パソコンと接続したい。 

パソコンに接続している Bluetooth アダプタが「ヘッドセット ( HSP ) プ 
ロファイル」に対応していれば接続が可能です。 

詳しくはパソコンに接続している Bluetooth 機器の取扱説明書をご 
覧ください。 


製品に関する FAQ は、下記牌社ホームページご参おくださし、。 
http :// www . princeton . co . jp / support / top.html 


2007年巧ま1お 

OopyrlQhl e 2007 Princeton Technology ltd. 







































































